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運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ  
＜ＤＣ＞海外債券オープン 

 

 
 

第21期（決算日：2022年１月24日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞海外債券

オープン」は、去る１月24日に第21期の決算を行いま

した。ここに謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／海外／債券 

信託期間 無期限（2001年10月18日設定） 

運用方針 

マザーファンドを通じて、日本を除く先進諸
国の国債を中心とした各種投資適格債券に分
散投資を行います。ＦＴＳＥ世界国債イン
デックス（除く日本、円換算ベース）をベンチ
マークとし、アクティブ運用により同指数を
上回る投資成果をめざします。マザーファン
ド受益証券の組入比率は高位を維持すること
を基本とします。実質組入外貨建資産につい
ては、為替ヘッジを行いません。マザーファ
ンドの運用指図に関する権限は、モルガン・
スタンレー・インベストメント・マネジメン
ト・リミテッドに委託します。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

海外債券マザーファンド受益証
券を主要投資対象とします。この
ほか、当ファンドで直接投資する
ことがあります。 

マ ザ ー 
ファンド 

日本を除く先進諸国の国債を中
心とした各種投資適格債券を主
要投資対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

外貨建資産への実質投資割合に
制限を設けません。 

マ ザ ー 
ファンド 

外貨建資産への投資割合に制限
を設けません。 

分配方針 

経費等控除後の利子等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して、委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。 
 

  
※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 

 

 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の
成長を優先し、原則として分配を抑制する
方針とします。（基準価額水準や市況動向等
により変更する場合があります。） 

928094 
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞海外債券オープン

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ＦＴＳＥ世界国債インデックス 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(除く日本、円換算ベース) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

17期(2018年１月22日) 16,533 0 4.5 115,701.38 6.1 93.3 － 2,379 

18期(2019年１月22日) 15,713 0 △5.0 111,654.75 △3.5 92.4 － 2,339 

19期(2020年１月22日) 16,663 0 6.0 119,660.52 7.2 92.0 － 2,554 

20期(2021年１月22日) 16,991 0 2.0 123,781.40 3.4 93.3 － 2,680 

21期(2022年１月24日) 17,296 0 1.8 127,706.23 3.2 94.7 － 2,731 
 

（注） ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営され、日本を除く世界主要国の国債の総合収益率
を各市場の時価総額で加重平均した債券インデックスです。FTSE Fixed Income LLCは、本ファンドのスポンサーではなく、本ファン
ドの推奨、販売あるいは販売促進を行っておりません。このインデックスのデータは、情報提供のみを目的としており、FTSE Fixed 
Income LLCは、当該データの正確性および完全性を保証せず、またデータの誤謬、脱漏または遅延につき何ら責任を負いません。この
インデックスに対する著作権等の知的財産その他一切の権利はFTSE Fixed Income LLCに帰属します。ＦＴＳＥ世界国債インデックス

（除く日本、円換算ベース）とは、ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本）をもとに、委託会社が計算したものです。 
（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

    

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ＦＴＳＥ世界国債インデックス 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 (除く日本、円換算ベース) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 
2021年１月22日 16,991 － 123,781.40 － 93.3 － 

１月末 17,122 0.8 125,100.34 1.1 93.6 － 
２月末 16,982 △0.1 124,359.44 0.5 93.7 － 
３月末 17,345 2.1 126,595.03 2.3 95.2 － 
４月末 17,336 2.0 126,569.17 2.3 94.7 － 
５月末 17,553 3.3 128,227.80 3.6 93.9 － 
６月末 17,507 3.0 128,117.08 3.5 93.1 － 
７月末 17,576 3.4 128,989.36 4.2 93.1 － 
８月末 17,555 3.3 128,937.19 4.2 93.0 － 
９月末 17,449 2.7 128,115.00 3.5 93.3 － 
10月末 17,796 4.7 130,788.36 5.7 91.7 － 
11月末 17,504 3.0 129,217.14 4.4 91.5 － 
12月末 17,645 3.8 130,157.13 5.2 91.4 － 
(期  末)       

2022年１月24日 17,296 1.8 127,706.23 3.2 94.7 － 
 

（注） 騰落率は期首比。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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運用経過
第21期：2021年１月23日～2022年１月24日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）
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純資産総額：右目盛 基準価額：左目盛

ベンチマーク：左目盛

第 21 期 首 16,991円
第 21 期 末 17,296円
既払分配金 0円
騰 落 率 1.8％

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞海外債券オープン
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基準価額は期首に比べ1.8％の上昇となりました。
基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（3.2％）を1.4％
下回りました。

ベンチマークとの差異

基準価額の主な変動要因

米ドルやユーロが対円で上昇したことや債券利子収入を享受した
こと等を受けて基準価額は上昇しました。

上昇要因

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞海外債券オープン
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第21期：2021年１月23日～2022年１月24日

投資環境について

債券市況
期を通じて見ると、先進国の債券市況は
ローカルベースで下落しました。
期初から、新型コロナウイルスワクチン
接種の進展による景気回復期待等から米
欧を中心に長期金利は上昇しました。そ
の後上下する展開となったものの、2021
年12月に主要国中銀が金融政策の正常化
に前向きな姿勢を示したこと等から先進
国金利は上昇し、期を通じてみると、先
進国の債券市況は下落しました。

為替市況
米ドル・ユーロは対円で上昇しました。
円・米ドル相場は、期初から米国長期金
利が本邦長期金利に比べて大きく上昇し
たこと等から、米ドル高が進行しました。
円・ユーロ相場は、欧州の景気回復期待
の高まりや、欧州長期金利が本邦長期金
利に比べて大きく上昇したことなどから
ユーロは対円で上昇しました。

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞海外債券オープン
主要投資対象である海外債券マザーファ
ンド受益証券を高位に組み入れ、日本を
除く先進諸国の国債を中心とした各種投
資適格債券へ投資を行いました。

海外債券マザーファンド
債券種別（セクター）配分については、
国債と比べて相対的に利回りの高い社債
へ投資をすることで金利妙味を享受でき
ると判断し、社債への配分をベンチマー
ク対比多めとしました。
通貨配分については、マーケット状況等
を勘案し、機動的な調整を行いました。

金利国別配分については、経済の正常化
が金利上昇につながると考え、また、金
融緩和策縮小の議論の進展は金利のボラ
ティリティが上昇につながる可能性を考
慮し、米国をベンチマーク対比少なめで
調整しました。またユーロ圏内では、
キャリー面での魅力が高く、欧州中央銀
行（ＥＣＢ）の緩和策や財政面の支援が
下支えとなるイタリア国債等をベンチ
マーク対比多めに調整しました。
前記を踏まえ、日本を除く先進諸国の国
債を中心とした各種投資適格債券へ投資
を行いました。

当該投資信託のポートフォリオについて

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞海外債券オープン
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当該投資信託のベンチマークとの差異について

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞海外債券オープン
ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率
（3.2％）を1.4％下回りました。

マザーファンド保有以外の要因
信託報酬などの運用費用がマイナスに影響しました。
マザーファンド保有による要因
（主なプラス要因）
債券種別（セクター）配分
社債等非国債をベンチマーク対比多めとしていたこと
が、プラスに寄与しました。
国別配分
イタリアの投資比率をベンチマーク対比多めとしてい
たことが、プラスに寄与しました。

（％）

0.0
0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0
3.5

2021/１/22 ～ 2022/１/24

ファンド ベンチマーク

基準価額（ベビーファンド）と
ベンチマークの対比（騰落率）

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞海外債券オープン
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分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞海外債券オープン
主要投資対象である海外債券マザーファ
ンド受益証券を高位に組み入れ、安定し
た利子収益の確保および債券売買益の獲
得をめざす方針です。

海外債券マザーファンド
各国の景気動向に加え、各国中央銀行に
よる財政政策・金融政策を含む各種政策
や物価など経済統計等が長期金利へ与え
る影響を考慮し、デュレーション（金利

感応度：金利の変化に対してポートフォ
リオ価値がどの程度変化するかの目安と
なります）などのコントロールを行いま
す。
債券種別（セクター）配分については、
社債への配分はベンチマーク対比多めを
維持する方針です。通貨配分、デュレー
ションについては、米国や欧州の中央銀
行の金融政策の動向に注目し、マーケッ
ト状況等を勘案しながら状況に応じて機
動的に対応する方針です。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第21期
2021年１月23日～2022年１月24日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 9,325

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞海外債券オープン
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2021年１月23日～2022年１月24日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 274 1.570 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (149) (0.851) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (116) (0.663) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (10) (0.055) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 4 0.025 (ｂ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (4) (0.020) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (1) (0.004) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 278 1.595

期中の平均基準価額は、17,451円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞海外債券オープン
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（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.58％です。

総経費率
1.58％ 運用管理費用（投信会社）

0.85％

運用管理費用（販売会社）
0.66％

運用管理費用（受託会社）
0.05％

その他費用
0.02％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞海外債券オープン
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞海外債券オープン

○売買及び取引の状況 (2021年１月23日～2022年１月24日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
海外債券マザーファンド 22,608 57,000 28,243 72,000 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2021年１月23日～2022年１月24日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2021年１月23日～2022年１月24日) 

期首残高(元本) 当期設定元本 当期解約元本 期末残高(元本) 取引の理由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
503 － － 503 商品性を適正に維持するための取得 

 

○組入資産の明細 (2022年１月24日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

海外債券マザーファンド 1,071,979 1,066,345 2,719,393 
 
 
 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞海外債券オープン

○投資信託財産の構成 (2022年１月24日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

海外債券マザーファンド 2,719,393 98.8 

コール・ローン等、その他 34,237 1.2 

投資信託財産総額 2,753,630 100.0 
 

（注） 海外債券マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（2,704,367千円）の投資信託財産総額（2,761,867千円）に対する比率

は97.9％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝113.86円 １カナダドル＝90.59円 １メキシコペソ＝5.5691円 １ユーロ＝129.13円 

１イギリスポンド＝154.33円 １スイスフラン＝124.72円 １スウェーデンクローネ＝12.39円 １ノルウェークローネ＝12.81円 

１デンマーククローネ＝17.35円 １ポーランドズロチ＝28.5115円 １オーストラリアドル＝81.75円 １ニュージーランドドル＝76.47円 
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞海外債券オープン

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年１月24日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,753,630,414   

 コール・ローン等 34,236,717   

 海外債券マザーファンド(評価額) 2,719,393,697   

(B) 負債 22,470,245   

 未払解約金 236,857   

 未払信託報酬 22,177,211   

 未払利息 14   

 その他未払費用 56,163   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,731,160,169   

 元本 1,579,078,361   

 次期繰越損益金 1,152,081,808   

(D) 受益権総口数 1,579,078,361口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 17,296円 

 
＜注記事項＞ 
①期首元本額 1,577,547,054円 
期中追加設定元本額 158,224,426円 
期中一部解約元本額 156,693,119円 
また、１口当たり純資産額は、期末1.7296円です。  

○損益の状況 (2021年１月23日～2022年１月24日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        5,853   

 受取利息 85   

 支払利息 △        5,938   

(B) 有価証券売買損益 84,444,138   

 売買益 91,213,489   

 売買損 △    6,769,351   

(C) 信託報酬等 △   43,607,349   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 40,830,936   

(E) 前期繰越損益金 377,185,308   

(F) 追加信託差損益金 734,065,564   

 (配当等相当額) (    924,765,352)  

 (売買損益相当額) (△  190,699,788)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,152,081,808   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,152,081,808   

 追加信託差損益金 734,065,564   

 (配当等相当額) (    925,203,619)  

 (売買損益相当額) (△  191,138,055)  

 分配準備積立金 547,298,895   

 繰越損益金 △  129,282,651   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 
（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 

②分配金の計算過程 

項 目 
2021年１月23日～ 
2022年１月24日 

費用控除後の配当等収益額 26,277,152円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 925,203,619円 

分配準備積立金額 521,021,743円 

当ファンドの分配対象収益額 1,472,502,514円 

１万口当たり収益分配対象額 9,325円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

③「海外債券マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用として、信託財産に属す
る同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年10,000分の45の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁しております。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

「ＦＴＳＥ世界国債インデックス」について、2021年10月末より中国国債の組み入れに伴い、当該指数を参照等する当ファンドにおいて、

新たに中国国債の組み入れを適宜開始します。 
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